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IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、エラスターゼ、プラスミン、トロンビン、トリプシン、キモトリプシン、プラスミノーゲンアクチベーターなどを標的とするセルピンスーパーファミリーに属するセリンプロテアーゼ阻害剤です。このタンパク質は、肝臓、骨髄、リンパ組織のリンパ球および単球細胞、そして腸管のパネート細胞によって産生されます。この遺伝子の欠陥は、慢性閉塞性肺疾患、肺気腫、および慢性肝疾患と関連しています。この遺伝子には、同じタンパク質をコードする複数の転写産物バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2020年8月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）紫線：抗原（10 ng）青線：抗原（50 ng）赤線：抗原（100 ng）
	

	SERPINA マウス mAb (緑) とネガティブコントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SERPINA マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	SERPINA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト膀胱癌組織の免疫組織化学分析。
	

	SERPINA マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。

